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𝑎 = −𝜔2𝐴 sin(𝜔𝑡 + 𝜙)：単振動の加速度 















 以上から 𝑣 = 𝑓𝜆 より波長𝑆１[m]は 
𝑆1 = 𝜆 =
1
𝑓
𝑣 = 𝑇𝑣              














𝑣𝐿: 𝑣𝑅 = (𝑅 + 𝑏): (𝑅 + 𝑏) 
𝑣𝐿(𝑅 + 𝑏) = 𝑣𝑅(𝑅 − 𝑏) 
(𝑟0 − 𝛾𝑦0)𝛺 × (𝑅 + 𝑏) = (𝑟0 + 𝛾𝑦0)𝛺 × (𝑅 − 𝑏) 





𝑣𝐿 = 𝑅− 𝑏  ̇ = 𝑟0−𝛾𝑦0  
𝑣𝑅= 𝑅 +𝑏  ̇ = 𝑟0+ 𝛾𝑦0  









 以下 2 つの公式に関する実験を行う． 
実験 1．輪軸の曲線通過（純粋転がり線の公式（式(１)）） 






⑵ 3 種類（1,000mm，1,500mm，2,000mm）の異なる蛇行同波長を持つ輪軸を転がす． 
⑶ ⑵の軌跡を動画にて撮影する． 




R2,000 型は r0＝54.60mm，γ＝0.27 ．併用型（R1,500mm）は r0＝52.80mm，γ＝0.36．R1,000 型は
r0＝49.20mm，γ＝0.54． 
上記の数値を決めたうえで 3 次元・CAD ソフトウェア（SOLIDWORKS）を用いて図面及び 3
次元モデルを設計．軸の部分には硬鋼（S45C 相当），ステンレス鋼（SUS304）を用い，車輪側
にナットを埋め込むかたちで固定．車輪は識別のため 3 色に色分けした． 
［測定用レールの作製］ 
実験 1. 
 輪軸の設計に合わせ b（接点間距離の半分）は 45mm，曲線半径 R を 2 種類用意し，そ
れぞれ 1,000mm，2,000mm とした．図 4 に実際に作製したコースの全体写真を示す．枠組
み部分にアルミフレーム，レール部分にカブセ（モール）を使用した． 












図 4 曲線コース全体図 





























 輪軸の曲線通過の実験において当初 R1,000 型は R2,000mm の曲線を通過できないと考えてい
たが，結果的には両曲線を通過できた．これは，純粋転がり変位が R2,000 型では R1,000mm の
曲線走行時には y0=9.1mm となり，R2,000mm の曲線では y0=4.55mm となるのに対し，
R1,000mm 型では，y0=4.1mm（R1,000mm 時），y0=2.05mm（R2,000mm 時）になるので，











図 6 ImageJ による解析結果 
